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９団体でSDGs推進組織「ななおSDGsスイッチ」を設立
七尾市内で国連の持続可能な開発目標（SDGs）を

推進するため、10月16日㈯、当商工会議所、七尾
市、国立大学法人金沢大学、能登鹿北商工会、のと共
栄信用金庫、株式会社日本政策金融公庫金沢支店、独
立行政法人中小企業基盤整備機構北陸本部、東京海上
日動火災保険株式会社及び公益社団法人七尾青年会議
所が、相互の業務連携・協力に関して、包括的な連携
協定を締結し、SDGsを推進するコンソーシアム「な
なおSDGsスイッチ」が設立されました。

SDGsの理念や目標を能登の視点で学び、SDGs
推進企業が生まれ育つ!!を目標に、SDGs・ESG経営
や地域課題解決型の新事業に取組もうとする企業や、
SDGsや地域の課題解決に興味関心のある一般市民・
学生等を支援するモデルを創り、SDGs達成に向けた
最初の一歩を踏み出す支援から、持続可能な七尾市の
実現を目指すものです。

９団体が連携して地域の持続的発展に繋がる取組み
を創出し、積極的な支援を行っていくため、各機関が
これまで培ってきた経験や能力を結集させ、連携し、
SDGsを推進する企業の支援施策を展開していくとと
もに、地域のSDGs達成に向けた取組みを更に推進し
ていくことを通じて、地方創生SDGsの達成に向け、

「SDGs未来都市」への認定制度の申請を目指します。

七尾商工会議所・令和３年度第２回「常議員会」を
10月25日㈪、開催しました。

大林会頭は冒頭、「国連の持続可能な開発目標
（SDGs）を推進しようと、七尾商工会議所や七尾市、
金沢大学など９団体でつくるコンソーシアム「ななお
SDGsスイッチ」を設立しました。また、『のと・七
尾共創塾』『能登SDGs市民大学』も第一歩を踏み出
し、今後に期待をしています。本日、お集まりの常議
員の皆さまにはご支援・ご協力をお願いします」と挨
拶しました。

議事として、⑴令和４年度七尾市当初予算に対する
要望、⑵新型コロナウイルスワクチン共同接種事業の

実施及び七尾商工会議所職域接種特別会計の設置、⑶
令和３年度七尾商工会議所補正予算、⑷参与の委嘱、
⑸議員職務執行者の変更、⑹会員加入の承認について
審議し、全て承認されました。

なお、令和４年度七尾市当初予算に対する要望（概
要）は、①中心市街地活性化の研究と提案、②公共遊
休施設の有効活用に関する研究と提案、③入札制度の
改善、④アフターコロナを見据えた観光施策、⑤まち
づくりコミュニティー財団（仮称）の設立、⑥移住・
定住の促進、⑦創業がしやすい環境整備の７項目に決
まりました。

令和３年度第２回「常議員会」を開催令和３年度第２回「常議員会」を開催
令和４年度七尾市当初予算に対する要望（概要）等を承認令和４年度七尾市当初予算に対する要望（概要）等を承認

ななおSDGsスイッチ参画組織

挨拶する大林会頭
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ななお会議所だより

ななおSDGsスイッチ主催による「能登SDGs市民
大学」の開講式と第１回講義が、10月27日㈬、開催
されました。本市民大学は、七尾市とその周辺地域に
所在を置く、または七尾市とその周辺地域に縁、関心
のある高校生以上のSDGsやESG経営、地域の課題解
決に興味関心のある事業者・一般市民・学生を対象と
して、国連大学いしかわ・かなざわオペレーティン
グ・ユニット事務局長の永井三岐子氏や金沢大学教授
である松島大輔氏らを講師としてお招きし、国連の持
続可能な開発目標（SDGs）に関する基礎的知識や、
事業におけるSDGsの推進について、計６回のカリ
キュラムを受講することで、幅広い知識の習得を目指
すものです。

初回である第１回講義では、東京海上日動火災保険
株式会社より講師をお招きし、「SDGs de 地方創生」
カードゲームを通して、受講生が対話を通して「行
政・民間・市民」が一緒になって取組むことが地域の

「人口・経済・環境・くらし」を高められることを、

身をもって体感しました。またSDGsは一見つながり
がなさそうな事象も、「風が吹けば桶屋が儲かる」と
いう諺のように、全てがつながっていること、一人ひ
とりが地域の事象に対し、自分事として取組まなけれ
ば、持続可能な開発目標はゴール出来ないことなどを
学びました。

ななお創業応援カルテットと中小企業基盤整備機構
北陸本部の共催による「持続可能な企業を目指して！
ななおSDGs経営セミナー ～今後必要な「SDGs経
営」とは～」を、10月20日㈬、開催しました。

第一部基調講演では、株式会社Zebras and Company
から共同創業者／代表取締役である田淵良敬氏を招聘
し、「今後求められるゼブラ企業 ～持続可能な企業の

「SDGs経営」とは？～」についてご講演を頂きました。
第二部では、中小企業基盤整備機構北陸本部の企業

支援課の打田課長様と氏家主任様より、SDGs経営の
導入方法について、最新施策や先行事例をもとに、ご
講演を頂きました。

ななおSDGs経営セミナー
今後求められるゼブラ企業!! SDGs経営を行うためのポイント!!

能登SDGs市民大学 は、
SDGsの理念や目標を能登の視点で学べる市民大学です

セミナー会場の様子

第１回講義の様子

真摯な姿勢でグループ討論高校生もグループディスカッションに参加
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ななお経営支援センター（N-As）
ななお創業応援カルテット

石川県よろず支援拠点能登サテライト

七尾（N）の明日（As）の経営／経営のなやみ、なんでも、お手伝い

のと・七尾共創塾が開講

生産性向上支援訓練を開催

　10月23日㈯、当所２階大ホールで第１回のと・七
尾共創塾を開講しました。
　共創塾は、世界がアッと驚くイノベーション（破壊
的イノベーション）をのと・七尾から生み出すことを
目的としています。
　大林重治塾頭の講演で幕をあけ、「ある若者のひと
ことである『変化は進化であり、常に変化する環境に
身を置くことで自分自身も成長すると信ずる』という
言葉に感銘を受けた。この塾が、塾生に少しでも変化
をもたらす有意義なものになることを期待する」と述
べられました。
　第１回共創塾では、塾生一人ひとりが自身の10年後
の夢を発表し、塾生は大きな歓声を上げていました。

　共創塾は、コーディネーターを松島大輔 金沢大学融
合研究域融合科学系教授とし、塾生27人が５回受講
します。

　10月19日㈫、当支援センターは、ポリテクセン
ター石川（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援
機構石川支部）との共催で、生産性向上支援訓練「後
輩指導力の向上と中堅・ベテラン従業員の役割」を開
催しました。
　会員事業所の中堅職員のコミュニケーションスキル
の向上を目的とした研修で、講師は、株式会社日本教
育クリエイトの中栄真紀氏が務めました。
　講師は、職場の課題と解決方法の導き方やティーチ
ングとコーチングの違いとその活用法についてわかり
やすく解説しました。参加者は、自社でのケースを考
えたり、参加者同士でティーチングとコーチングの

ロールプレイングを行ったりするなどして理解を深め
ました。

11月は労働保険未手続事業一掃強化期間です
　常用労働者を一人でも雇用している事業主の方は、全て労働保険（雇用保険と労災保険）に加入しなければ
ならないこととなっております。
　また、１週間の所定労働時間（定められた個々の労働時間） が、20時間以上でかつ31日以上継続して雇用
されるパート労働者も、雇用保険の加入対象となります。
　まだ労働保険に加入していない事業主の方は、早急に加入手続きをお取りください。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

七尾労働基準監督署� TEL�0767-52-3294
七尾公共職業安定所� TEL�0767-52-3255

お問い合わせ先

訓練風景

講演をする大林塾頭
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ななお会議所だより

　経営体制を見直したい！資金調達をもっと円滑にしたい！そんな方にピッタリです。
コロナにも負けない体制づくりを考えてみませんか??
【日　時】令和３年11月25日㈭　14：00～15：30
【場　所】七尾商工会議所　３Ｆ会議室
【講　師】中嶋　克也（石川県よろず支援拠点） ※詳しくは同封のチラシをご覧ください。

　LINE公式アカウントの開設から活用方法まで丁寧にアドバイスいたします。
【日　時】令和３年11月24日㈬　14：00～15：30　

令和３年12月 ２日㈭　14：00～15：30
令和３年12月 ３日㈮　14：00～15：30

【場　所】七尾商工会議所　２Ｆ研修室
【持ち物】LINEの使用ができる端末（スマートフォン・タブレットなど）
【講　師】野田　進也（大和タクシーコールネット㈱販促事業部）

 ※詳しくは同封のチラシをご覧ください。

イチから分かる！
経営計画策定セミナー

イチから分かる！
LINE公式アカウント活用講座

定員
５名限定
（先着順）

１日
10名限定
（先着順）

下記のいずれかにお電話ください。
※チラシをみて電話しましたとお伝えください。■公益財団法人石川県産業創出支援機構（ISICO）　石川県よろず支援拠点

TEL：（076）267-6711

■七尾商工会議所
　ななお経営支援センター
TEL：（0767）54-8888

経営計画を策定すると
持続化補助金や
ものづくり補助金等の
各種補助金の加点となる他、
融資が受けやすくなる
というメリットもあります。

● コロナを機に経営体制を見なおしたい！
● 持続化補助金の申請って何を書いたらいいの？● 資金調達をもっと円滑にしたい。
　 ＼そんな方にピッタリです／＼そんな方にピッタリです／

定　員 ５名限定（先着順とさせていただきます。）
日　時 　2021年11月25日（木） 14：00 ～ 15：30
場　所 　七尾商工会議所３Ｆ会議室（七尾市三島町70-1）
共　催 　七尾商工会議所 ななお経営支援センター　　　　　公益財団法人石川県産業創出支援機構

イチから分かる！経営計画策定セミナー

FAX:0767-54-8811【24時間受付】下記の項目をご記入ください。
住 所

〒

業 種

事業所名
Ｔ Ｅ Ｌ

氏 名
Ｆ Ａ Ｘ

FAXでのお申込み

電話でのお申込み

（公財）石川県産業創出支援機構石川県よろず支援拠点
コーディネーター
講師　中 嶋　克 也

受講受講
無料無料

イチから分かる！イチから分かる！
経営計画策定セミナー経営計画策定セミナー
コロナにも負けない体制づくりを考えてみませんか？

お申込みは裏面へ●▼

▲

LINE公式アカウント概要　

▲

アカウント開設　

▲

初期設定（各種ページ作りこみ）

▲

各種メッセージ作成　　

▲

リッチメニュー作成　　

▲

応答メッセージ作成

▲

販促の組み立て方　　　

▲

チャット機能応用　　　

▲

業界別活用事例

LINE公式アカウントは
ビジネスに使用できる
集客用のサービスのことで、
集客以外にも来店予約、注文、
決済､ 求人等にも活用できる
便利なツールです。

● 興味はあるが開設の仕方が分からない。
● 開設はしたが進め方が分からない。
● 運用はしているが効果的に使えていない。
● 同業種の事例が知りたい。

日　時 　【初級編】 2021年11月24日（水）14：00～15：30　　　　　　【中級編】 2021年12月 2日（木）14：00～15：30　　　　　【上級編】 2021年12月 3日（金）14：00～15：30
場　所 　七尾商工会議所２Ｆ研修室（七尾市三島町70-1）
定　員 １日10名限定（先着順とさせていただきます。）
持ち物 　LINEの使用ができる端末（スマートフォン・タブレットなど）

イチから分かる！LINE公式アカウント活用講座

11/2411/24（水）　【初級編：LINE公式アカウント未開設の方対象】

12/ ２12/ ２ （木）　【中級編：LINE公式アカウント開設済の方対象】

12/ ３12/ ３ （金）　【上級編：LINE公式アカウント開設済の方対象】

講 座 内 容

大和タクシーコールネット㈱
販促事業部

講師　野
の

田
だ

進
しん

也
や

受講受講
無料無料

イチから分かる！イチから分かる！
LINE公式アカウント活用講座LINE公式アカウント活用講座

開設から活用方法まで丁寧にアドバイスいたします。

▪公益財団法人石川県産業創出支援機構（ISICO）
　石川県よろず支援拠点　TEL 076-267-6711

▪七尾商工会議所･ななお経営支援センター
　TEL 0767-54-8888

▪七尾商工会議所･ななお経営支援センター　TEL 0767-54-8888

　　　 令和３年度会員大会　特別講演会のご案内
　日本放送協会金沢放送局  局長  小原美和氏をお迎えし、ご講演をいただきます。
　事業所のみなさまにはこの機会にぜひご聴講いただきたく、ご案内申し上げます。

【日　時】令和３年11月18日㈭　15：15～16：30
【場　所】石川県七尾美術館　アートホール
【講　師】日本放送協会金沢放送局　局長　小原　美和 氏
【演　題】地域の “宝” を掘リ起こす
　　　　　　  ～フィルム映像が語る石川県の素顔 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※詳しくは同封のチラシをご覧ください。

日　時 　令和３年11月18日（木）午後３:15〜４:30
場　所 　石川県七尾美術館　アートホール
講　師 　小原 美和 氏（NHK金沢放送局長）【講師プロフィール】

平成元年入局。ディレクター＆プロデューサーとして、主に医療・福祉、経済、災害報道分野の情報番組やドキュメンタリーの制作に従事。「クローズアップ現代」「ETV特集」、「プロジェクトＸ挑戦者たち」等の定時番組の他、NHKスペシャル「シリーズ日本のがん医療を問う」「医療再建」「シリーズ認知症革命」「子どもの未来を救う～貧困の
連鎖を断ち切るために～」等の特集を企画制作。2018年以降は、大型企画開発センターの統括プロデュー
サーとして、東日本大震災をはじめ各地の災害報道に従事。復興期の現状と課題を伝えると共に、新たな挑
戦を続けるモノづくリの現場を取材し国内外に発信。今年６月、東京から金沢へ転勤し現職。【趣　味】
料理、美術館・博物館めぐり、アウトドア全般。転勤直後から、石川県の豊かな歴史や文化、人の温かさに魅了されています。

演　題 　地域の “宝” を掘リ起こす 〜フィルム映像が語る石川県の素顔〜新型コロナウイルスは、私たちの社会に深刻な影響を与えました。一方、この経験を機に自分たちの暮ら
しや地域を見つめ直し、足もとにある資源や人々とのつながりを再評価する試みや模索が始まっています。
NHK金沢放送局では、石川県の「宝」を掘り起こす試みとして、戦前・戦後に撮影されたフィルム映像を再
編集し、地域の歴史や文化、人々の営みを紹介する番組を放送しています。制作の舞台裏や、ICT技術でよ
みがえるアーカイブス映像の可能性についてお伝えし、皆さんと一緒に石川の「宝」について語り合えたら
幸いです。

お申込み　11月16日（火）までに下記申込み用紙にご記入の上、ファクシミリまたは電話でお申込みください。
FAX（0767）54-8811　TEL（0767）54-8888※新型コロナ感染症対策のため、入場人数の制限がございますのでご了承ください。

■ 特別講演会参加申込書 
七尾商工会議所 総務課行き事業所名

参
加
者
氏
名

所 在 地
〒

電 話

会員大会 特別講演会のご案内会員大会 特別講演会のご案内

令和３年度　七尾商工会議所

　令和３年度会員大会特別講演会では、日本放送協会金沢放送局 局長 小原美和氏をお迎えし、ご講演をいただきます。
　事業所のみなさまにはこの機会にぜひご聴講いただきたく、ご案内申し上げます。

※ご記入いただいた個人情報につきましては、商工会議所からの連絡・情報提供のみに使用し、それ以外には使用しません。

聴講
無料

　ななお共済制度にご加入いただいている会員の皆様に配当金のお知らせをさせて
いただきます。
　ななお共済制度は、毎年７月31日に過去１年分の剰余金が生じます。ご加入の
皆様に配当金としてお支払いさせていただきます。
　なお、配当金のお支払いは11月18日㈭に口座振り込みをさせていただきます。
令和２年度ななお共済配当金（掛金１口12か月分の配当金は583円です。）

　　（例）３口ご加入事業所　３口×583円＝1,749円

会員の皆さまへ…  ななお共済制度配当金お支払いのご案内
令和２年分（令和２.８.１～令和3.７.31）

お申込み・お問い合わせ先

お申込み・お問い合わせ先
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例
え
ば
、
僕
ら
が
中
村
理

事
長
と
つ
な
が
っ
た
こ
と

で
「
こ
ん
な
事
を
し
て
い

る
人
が
い
て
勉
強
に
な
る

よ
」
と
次
の
誰
か
を
連
れ

て
来
る
。
そ
う
や
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
つ
な
が

り
交
流
関
係
人
口
に
な
っ

て
い
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
観
光
と
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
話
を
す
る
と
訪
日
関

係
の
観
光
誘
致
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
す
が
、
こ

れ
は
観
光
に
特
化
し
た
取

組
み
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
が
言
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

は
「
資
本
」
に
つ
い
て
の

こ
と
。
ヒ
ト
、
情
報
、
モ

ノ
、
お
金
、
不
動
産
な
ど

資
本
的
価
値
の
あ
る
も
の

全
て
に
お
い
て
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
で
あ
っ
て
、
観
光

客
だ
け
を
考
え
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
流
人
口
か
ら
関
係
人
口
、
定
住

人
口
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
考
え
方
の
中
で
、
最
初
の
窓

口
と
な
る
の
が
観
光
だ
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て
も
ら
え

た
ら
と
思
い
ま
す
。

太
田
：
も
っ
と
広
い
意
味
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
組
み

で
、
観
光
を
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

政
浦
：〝
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
〟
と
い
う
計
画
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
課
題
を
洗
い
出
し
解
決
す
る
、
そ
の
解
決
能
力
を

持
っ
て
い
る
都
会
の
事
業
者
と
組
ん
で
そ
の
業
を
興
す
、

そ
の
流
れ
を
作
り
た
い
の
が
〝
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
〟
な
ん
で

す
。
例
え
ば
、
金
沢
大
学
と
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
受
入

れ
の
話
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
大
学
生
の
リ
ク
ル
ー

テ
ィ
ン
グ
を
考
え
る
都
会
の
業
者
に
と
っ
て
も
参
加
す
る

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
話
で
、
自
分
達
、
大
学
生
、
業
者
、
こ

の
3
つ
の
メ
リ
ッ
ト
を
上
手
く
組
み
合
せ
る
と
乗
っ
て
き

て
く
れ
る
。
そ
れ
が
将
来
的
に
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
誘
致
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
、
関
係
人
口
か
ら
定

住
人
口
へ
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
う
流
れ

を
作
っ
て
き
た
の
が
こ
の
関
係
人
口
創
出
事
業
で
、
こ
れ

も
結
局
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
あ
り
、
資
本
を
集
め
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

太
田
：
観
光
を
ベ
ー
ス
に
人
が
集
ま
っ
て
く
る
ん
だ
け

ど
、
そ
こ
か
ら
の
仕
掛
け
を
作
っ
て
お
け
ば
、
上
手
く
た

く
さ
ん
の
人
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

政
浦
：
地
元
に
ベ
ー
ス
と
な
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
ベ
ー

ス
に
人
が
寄
っ
て
来
る
。
い
わ
ば
、
七
尾
に
あ
る
も
の
を

餌
と
し
て
魚
釣
り
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
覚
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

太
田
：
僕
ら
に
は
「
結
構
良
い
餌
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
て
き
た
ん
で
す
。
委
員
会
の
順
番
と
し
て
は
、

１
番
目
は
、
関
係
人
口
の
創
出
。
２
番
目
は
、
中
小
企
業

の
外
貨
を
獲
得
し
よ
う
と
い
う
商
業
的
な
部
分
。
３
番
目

は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集
ま
っ
て
き
て
働
き
手
に
つ
な
が

る
人
材
と
な
る
こ
と
。

政
浦
：
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
大
学
生
の
段
階
か

ら
七
尾
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
と
い
い
な
っ
て
、
や
り

な
が
ら
そ
の
可
能
性
に
気
付
き
試
み
ま
し
た
。
大
学
の
方

も
乗
っ
て
き
て
く
れ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

太
田
：
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
こ
の
町
で
儲
け
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
面
白
い
よ
ね
。

政
浦
：
課
題
を
隠
す
こ
と
な
く
誰
で
も
オ
ー
プ
ン
に
見
え

る
よ
う
に
な
っ
て
「
こ
の
課
題
を
解
決
し
た
い
人
集
ま

れ
！
」
み
た
い
な
感
じ
で
や
る
と
人
は
集
ま
っ
て
く
る
。

今
、
ま
だ
七
尾
は
そ
の
問
題
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
の

か
な
と
思
う
ん
で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
観
光
誘
致
で
は

な
く
「
地
元
の
商
店
街
の
販
路
を
増
や
す
１
つ
の
ツ
ー

ル
」
と
い
う
風
に
考
え
、
そ
こ
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
人
を

呼
ん
で
来
た
ら
、
そ
の
人
が
ま
た
人
を
連
れ
て
き
て
、
関

係
人
口
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
思
い
描
く
七
尾
の
あ
り
方

政
浦
：
そ
も
そ
も
中
小
企
業
振
興
と
考
え
る
と
、
決
し
て

小
さ
い
経
済
圏
だ
け
の
話
で
は
な
い
わ
け
で
す
。
そ
の
視

点
で
物
事
を
考
え
て
い
く
と
、
出
来
る
だ
け
広
く
先
駆
け

て
や
る
こ
と
だ
と
。
七
尾
だ
け
で
は
な
く
ど
の
地
方
で
は

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
（
※
４
）
と
い
う
考
え
方
が
あ
ま
り
な

い
よ
う
に
感
じ
て
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
全
盛
の
社
会
で
、
そ

れ
を
ど
う
発
信
し
て
い
く
の
か
、
も
っ
と
勉
強
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
七
尾
に
は
、
雇

用
の
場
が
無
い
、
経
済
活
性
化
が
必
要
、
そ
ん
な
話
が
あ

る
け
れ
ど
、
ま
ず
自
ら
が
地
に
足
を
付
け
て
や
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
こ
を
発
想
と
人
脈
で
後
押
し
す

る
こ
と
を
や
っ
て
い
け
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
松

島
先
生
や
中
村
理
事
長
と
の
関
係
性
な
ど
考
え
る
と
今
が

や
り
時
で
あ
る
と
い
う
肌
感
覚
は
あ
り
ま
す
。
会
頭
、
副

会
頭
に
も
支
え
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
動
き
や
す
い
。

せ
っ
か
く
今
こ
う
い
う
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
、
今
ま
で
自
分
た
ち
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
い
ろ
い

ろ
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

太
田
：
七
尾
へ
来
て
８
年
に
な
り
ま
す
が
、
僕
の
視
点
で

七
尾
を
見
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

堀
り
起
こ
す
と
い
く
ら
で
も
出
て
来
る
感
覚
で
す
。
逆
に

あ
り
す
ぎ
て
、
町
と
し
て
絞
っ
て
や
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
る
の
か
も
ね
。
今
、
官
公
庁
関
係
と
か
い
ろ
い
ろ
な

人
が
七
尾
へ
来
て
く
れ
て
い
て
、
こ
れ
は
売
り
物
に
な

る
っ
て
い
う
モ
ノ
は
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、
磨
き
上
げ

が
出
来
て
い
な
い
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

政
浦
：
太
田
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
移
住
関
係
の
仕
事
を

し
て
い
た
り
、
今
ま
で
の
自
分
た
ち
に
は
無
い
視
点
を

持
っ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。
太
田
さ
ん
の
会
社
で
は
、

塩
レ
モ
ン
の
商
品
開
発
を
や
り
「M

a
k

u
a

k
e

マ
ク
ア

ケ
」
で
の
発
信
が
成
功
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
は
、
初
期
リ
ス
ク
も
軽
減
さ
れ
、
本
当
に

使
い
勝
手
の
良
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
の

を
も
っ
と
広
げ
て
い
か
な
い
と
、
地
方
の
中
小
企
業
振
興

と
い
う
の
は
難
し
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
実
際
、
こ
の

人
口
減
少
の
中
で
い
ろ
い
ろ
予
算
は
削
ら
れ
て
い
き
、

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
費
用
が
無
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

も
う
ダ
イ
レ
ク
ト
に
マ
ネ
タ
イ
ズ
に
持
っ
て
行
く
事
業
を

起
こ
し
て
い
か
な
い
と
、
仕
組
み
と
し
て
出
来
上
が
っ
て

こ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

南
：
僕
は
６
代
目
で
、
子
供
の
頃
か
ら
持
続
性
を
意
識
し

て
生
き
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
外
か
ら
全
く

人
が
入
っ
て
来
な
い
と
、
人
口
５
万
人
程
度
の
こ
の
ま
ち

は
本
当
に
弱
く
て
も
ろ
い
も
ん
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。
外

と
の
連
携
を
考
え
て
い
か
な
い
と
回
ら
な
く
な
る
ん
だ
と

実
感
し
た
の
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
通
し
て
、
七
尾
に
興

味
を
持
っ
て
く
れ
る
人
と
広
い
意
味
で
の
つ
な
が
り
を
作

り
出
す
こ
と
が
大
切
だ
と
。
普
通
に
七
尾
で
生
活
し
て
い

る
と
分
か
ら
な
い
七
尾
の
良
さ
が
あ
る
と
い
う
話
も
あ
り

ま
し
た
が
、
も
っ
と
地
元
の
人
た
ち
が
そ
れ
を
認
識
し

て
、
自
分
た
ち
で
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

太
田
：
七
尾
の
こ
と
だ
け
考
え
て
い
て
も
新
し
い
も
の
は

出
来
な
い
と
思
う
。
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
と
知
り
合
い
の

中
で
し
か
物
事
を
考
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

も
っ
と
広
く
、
日
本
、
世
界
へ
と
目
を
向
け
る
こ
と
が
大

切
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
み
も
あ
り
、
環
境
の
こ
と
食
料

の
こ
と
、
世
界
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
中
で
、

七
尾
だ
か
ら
こ
れ
く
ら
い
で
良
い
だ
ろ
う
じ
ゃ
な
く
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
て
、
も
っ
と
変
わ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
出
来
る
可
能
性
が
世
界
的
に
あ
る
と
知
っ
て
欲
し

い
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
多
く
の
情
報
が
手
に
入
れ
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
れ
ま
す
し
、

も
し
そ
う
い
う
こ
と
を
知
り
た
け
れ
ば
委
員
会
に
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
入
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

杉
本
：
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り

前
に
出
来
な
く
な
っ
て
、
改
め
て
、
当
た
り
前
で
あ
る
こ

と
が
と
て
も
良
い
こ
と
で
あ
る
と
気
付
い
た
ん
で
す
。
事

業
を
や
り
な
が
ら
10
年
後
を
想
定
し
て
思
う
の
は
「
そ
そ

ら
れ
る
地
域
」
を
作
り
た
い
と
い
う
こ
と
。
な
か
な
か
難

し
い
ん
で
す
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
そ
ん
な
未
来
を
見
出
し

て
い
け
た
ら
い
い
な
と
、
今
、
そ
ん
な
気
持
ち
で
動
い
て

い
ま
す
。

政
浦
：
七
尾
は
次
世
代
を
司
る
若
い
世
代
が
カ
ッ
コ
い
い

と
思
う
コ
ト
や
モ
ノ
が
抜
け
て
る
感
じ
が
あ
る
。
残
す
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
寄
せ
て
く
る
っ
て
い
う
手
も
あ
る
よ
ね
。

太
田
：
上
の
世
代
が
40
代
だ
っ
た
頃
の
七
尾
が
一
番
元
気

だ
っ
た
と
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
今
、
自
分
た
ち
が
そ
の
年

齢
な
の
で
「
や
っ
た
ら
な
」
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
自
分
た
ち
が
面
白
く
動
い
て
な
い
と
駄
目
で
す

よ
ね
。

政
浦
：「
ア
ク
テ
ィ
ブ
じ
ゃ
な
け
れ
ば
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
れ

な
い
」（
笑
）大
切
で
す
。
よ
く
あ
り
が
ち
で
す
が
、
忙
し

さ
を
理
由
に
関
わ
ら
な
い
と
チ
ャ
ン
ス
に
は
つ
な
が
っ
て

い
か
な
い
と
思
う
。
こ
れ
を
読
ん
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
こ

と
な
ど
聞
き
た
い
人
が
い
た
ら
な
ん
で
も
聞
い
て
下
さ
い
。

太
田
：
そ
し
て
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

政
浦
：「
自
分
た
ち
が
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
り
出
す
」

こ
と
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
先
に

自
分
達
が
や
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
他
の
人
に
も
伝
わ
ら

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
て
。
や
れ
る
こ
と
を
粛
々
と
熟

し
な
が
ら
、
課
題
を
見
つ
け
、
み
ん
な
で
共
有
し
、
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
繰
り
返
し
構
想
ま
で
持
っ
て
行
く
。

委
員
会
だ
け
で
は
偏
る
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な

人
が
関
わ
っ
て
く
れ
て
、
話
を
し
な
が
ら
聞
き
な
が
ら
動

い
て
い
け
ば
、
や
っ
て
い
る
方
向
に
間
違
い
は
な
く
全
部

が
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
形
に
出

来
れ
ば
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
に
役
立
つ
大
き
な
力
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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▲
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ななお会議所だより

〈
方
針
〉
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
に
多
く
の

課
題
を
抱
え
る
中
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
産
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
拡
大
、
能
登
の

里
山
里
海
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
目
指
す
と
と
も
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
の
販
路
拡
大
や
関
係
人
口

の
創
出
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
行
う
な
ど
、
地

域
の
経
済
課
題
の
解
決
へ
と
つ
な
げ
る
活
動
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
循
環
型
経
済
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
活

用
に
よ
り
、
質
の
高
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
す

S
ociety5

.0

へ
の
対
応
な
ど
、
産
業
が
拠
っ
て

立
つ
地
域
の
持
続
可
能
性
と
企
業
の
対
応
を
問
い

直
す
な
ど
、
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
考
え
、

中
小
企
業
の
振
興
に
貢
献
し
ま
す
。

〈
基
本
計
画
〉
１
「
能
登
の
里
山
里
海
」
産
学
官

連
携
に
よ
る
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業
／
・
能
登
の

里
山
里
海
Ｄ
Ｘ
コ
モ
ン
ズ
構
想
に
関
す
る
調
査
・

研
究
／
・
高
等
教
育
機
関
・
他
団
体
・
行
政
の
連

携
支
援
に
よ
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
創

出
／
２
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
を
通
し
た
販
路
拡
大

推
進
事
業
／
・
地
域
経
済
活
性
化
の
実
現
及
び
海

外
販
路
拡
大
に
対
す
る
経
営
マ
イ
ン
ド
の
醸
成

／
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
に
関
す
る
調
査
・
研
究

／
３
関
係
人
口
創
出
事
業
／
・
関
係
人
口
を
地
域

の
力
に
変
換
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
に
関
す
る
調

査
・
研
究
／
・
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
（
市
民
主
体
の
共

創
型
社
会
活
動
・
拠
点
）
に
関
す
る
調
査
・
研
究

／
４
中
小
企
業
振
興
を
実
現
す
る
上
で
の
課
題
や

解
決
策
を
共
に
考
え
る
取
組

　

今
年
２
月
21
日
、
七
尾
商
工
会
議
所
と
金
沢
大
学
は

「
能
登
の
里
山
里
海
Ｄ
Ｘ
コ
モ
ン
ズ
構
想
」
実
現
に
向
け

「
Ｄ
Ｘ
産
業
化
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
書
」
の
調

印
式
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
の
七
尾
の
あ
り
方
を
考
え
る

上
で
、
地
域
経
済
課
題
の
解
決
へ
と
つ
な
が
る
様
々
な
政

策
の
基
点
と
な
る
こ
の
調
印
に
尽
力
し
た 

〝
中
小
企
業
振

興
委
員
会
〟
の
メ
ン
バ
ー
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

■
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
！

政
浦
：
こ
の
委
員
会
が
動
き
始
め
て
約
２
年
に
な
り
ま

す
。
昨
年
２
月
に
最
初
の
委
員
会
を
開
催
し
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
す
ぐ
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

南
：
最
初
に
委
員
長
が
方
針
と
計
画
に
つ
い
て
、
そ
し
て

Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
（
※
１
）
で
「D

o-A
ction

、
と
に
か
く

や
っ
て
み
よ
う
」
と
話
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

政
浦
：
最
初
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
回
そ
う
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
30
・
40
代
の
比
較

的
若
い
年
齢
層
だ
っ
た
の
で
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
で
行
こ
う
っ
て
。

委
員
会
に
は
役
割
が
あ
る
の
で
、
そ
の
役
目
を
し
っ
か
り

果
た
そ
う
と
当
初
の
計
画
（
参
照
）
を
立
て
ま
し
た
。

太
田
：
コ
ロ
ナ
禍
で
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
み
ん
な
や
る
こ

と
が
無
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
た
だ
、
ま
だ
誰
も
や
っ
て
い

な
い
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
し
た
り
、
練
習
を
兼
ね
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
始
め
て
い
ま
し
た
。

政
浦
：
４
月
に
ま
ず
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上

げ
た
ら
、
七
尾
限
定
に
も
関
わ
ら
ず
１
週
間
で
約
７
０
０

ビ
ュ
ー
と
い
う
大
き
な
反
応
が
あ
っ
て
、
七
尾
の
人
た
ち

は
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
い
う
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
自
分
た
ち
は
中
小
企
業
振
興
委
員
会
な
の
で
、

中
小
企
業
の
支
援
を
こ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
出
し
て
い
こ

う
と
い
う
基
本
的
な
考
え
が
あ
る
中
で
「
ど
う
し
よ
う

か
」
と
言
っ
て
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
の
で
、
み
ん
な
で

他
地
域
で
の
先
進
事
例
を
ど
ん
ど
ん
挙
げ
て
い
き
、
何
を

す
る
か
決
め
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

太
田
：
最
初
の
ス
タ
ー
ト
は
「
が
ん
ば
ろ
う
七
尾
！
」。

飲
食
の
支
援
を
し
よ
う
と
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
（
持
ち
帰

り
）・
セ
ン
ド
ホ
ー
ム
（
通
販
）
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
絡
め
、
ま
ず
僕
ら
が
汗
を
か
け

ば
出
来
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
始
め
た
ん
で
す
。

政
浦
：
そ
こ
か
ら
「
お
う
ち
で
祭
り
し
よ
う
！
」「
グ

リ
ー
ン
フ
ラ
ッ
グ
運
動
」
な
ど
、
夏
ま
で
は
ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
国
の
支
援
も
始
ま
り
、
様
子
を
見
よ
う
と
い

う
こ
と
に
。
当
初
か
ら
計
画
の
流
れ
に
ブ
レ
は
な
く
、
コ

ロ
ナ
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
行
っ
て
い
た
事
で
し
た

が
、
他
団
体
と
の
連
携
を
含
め
、
今
ま
で
に
な
い
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
や
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
次
に
、
今
や
っ
て
い
る
世
界
の
潮
流
に
合
わ

せ
た
広
義
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
に
通
ず
る
海
外
販
路
開

拓
へ
と
動
き
始
め
ま
し
た
。

太
田
：
海
外
販
路
開
拓
に
つ
い
て
は
ま
だ
途
中
で
す
が
、

仕
掛
け
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
商
品
は
紹
介
の
仕
方
次
第

で
変
わ
り
ま
す
。
現
在
は
、
外
に
向
け
て
売
り
出
せ
る
商

品
作
り
、
そ
し
て
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

政
浦
：
現
在
、
観
光
立
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
他
の
連
携
事
業

を
通
じ
て
関
係
人
口
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
委
員
会

の
役
割
は
「
公
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
だ
と
思
っ
て

い
て
、
公
の
活
動
を
出
来
る
場
と
し
て
捉
え
な
が
ら
、
み

ん
な
の
仕
事
に
役
立
つ
よ
う
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

南
：
委
員
長
は
絵
を
描
く
の
が
と
て
も
上
手
い
。
元
々
の

計
画
や
ビ
ジ
ョ
ン
は
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
中
に
選
択

肢
が
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
を
巻
き
込

み
な
が
ら
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
、
し
っ
か
り
関
わ
り
な

が
ら
付
い
て
い
か
な
い
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

杉
本
：
関
係
者
や
や
り
方
が
増
え
て
く
る
と
確
か
に
大
変

な
ん
で
す
が
、
最
後
の
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
は
出
来

て
い
る
の
で
大
丈
夫
で
す
。
そ
れ
は
ま
と
め
る
人
が
居
れ

ば
い
い
だ
け
の
こ
と
で
す
か
ら
。

政
浦
：
こ
の
委
員
会
の
任
期
は
3
年
で
す
が
、
や
る
こ
と

は
決
ま
っ
て
い
て
も
３
年
間
で
の
ゴ
ー
ル
設
定
は
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
期
間
内
に
ど
こ
ま
で
行
け
る
か
と
い

う
感
じ
で
す
ね
。
当
然
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
こ
と
は
委
員

会
の
枠
を
超
え
て
形
に
な
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
み
ん
な
が
儲
け
る
仕
掛
け
創
り

政
浦
：
昨
年
11
月
に
会
議
所
で
金
沢
大
学
の
松
島
大
輔
教

授
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
「
能
登
の

里
山
里
海
Ｄ
Ｘ
コ
モ
ン

ズ
構
想
」
が
動
き
出
し

ま
し
た
。
協
定
を
結
ん

で
か
ら
方
針
に
取
り
入

れ
、
金
沢
大
学
と
は
親

密
に
事
業
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
出
来
て
い

て
、
意
識
を
持
っ
て

や
っ
て
い
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

太
田
：
観
光
立
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に

お
い
て
、
日
本
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
連
合
会
の
中
村

好
明
理
事
長
を
は
じ

め
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と

つ
な
が
っ
た
こ
と
も
大

き
か
っ
た
。

政
浦
：
今
何
が
起
こ
っ

て
い
る
か
と
言
う
と
、

　七尾商工会議所には、みなさんの事業に関
連するたくさんの情報があります。当所は、
昨年から続くコロナ禍においても助成金・補
助金申請などの事業者支援を積極的に行って
まいりました。情報が掲載された新聞やパン
フレット資料だけではなかなか理解しきれな
い活動内容について、会員の皆さまに、知る
ことで興味を持ち、上手にご利用していただ
くため、様々な切り口で商工会議所活動を紹
介していこう！というのが今回の企画です。
　さまざまな事業支援があるため「どこに相
談したらよいのか分からない」と迷うことも
あると思います。私たちの仕事は、会員ニー
ズを知り、それぞれの事業ケースに合わせた
支援を紹介し提供することです。そんな時に
は、まず七尾商工会議所にご相談ください。

中
小
企
業
振
興
委
員
会
（
参
照
）

《
み
ん
な
に
伝
え
た
い
七
尾
商
工
会
議
所
の
い
ろ
い
ろ
》

　
中
小
企
業
振
興
委
員
会 
座 
談 
会

▲政浦さんと杉本さん

◇座談会メンバー
　政浦　義輝…／…委員長：第一印刷㈱

　杉本　祐一…／…副委員長：お好み焼き平野屋

　太田　殖之…／…委員：㈱おやゆびカンパニー

　南　　智文…／…委員：㈱松乃寿司

※1：DAPPE（ダッペ）
　戦略論であるP（Plan…計画）D（Do…実行）C
（Check…評価）A（Action…改善）に代わり、現代の
ような変化の激しい時代に合わせた新ビジネス戦略
論といわれる。
※2：DX（デジタルトランスフォーメーション）
　直訳すると「デジタル変換」。進化したデジタル技
術を活用、駆使、浸透させることで、人々の生活を
より良いものへと変革すること。
※3：コモンズ
　コモン（common）は、英語で「共通の・共有
の」という意味。コモンズ（commons）とは、共
同で所有し管理する土地、転じて、コミュニティに
属する共通の場所をさすこともある。
※4：マーケットイン
　市場や買い手の立場に立って必要とするものを提
供していくこと。
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2021年８月実施
＝有効回答237社＝ 抜粋「七尾と会社を元気にできるSDGs」

事業者アンケート分析結果
■七尾と会社を元気にできるSDGsを
　知っていますか。

知っている、知らないの割合がそれぞれ約50％と
なった。知らないと回答した30％の内訳をみると、
高齢の経営者・従業員数50名以下・個人事業主とい
う傾向がみられた。SDGsという言葉については日常
的に使われるようになっており、メディア等で目にし
ない、耳にしない日はないほどの状況の中、「知らな
い」としている企業は外部環境情報の収集能力に問題
があると考える。一方で、外部環境に影響されること
なく経営が成り立っている地元密着型経営ができてい
るというとらえ方もできる。

■SDGsの具体的な推進内容は（複数回答）

取り組み内容の上位が「情報収集や社内勉強会を実
施・検討している」「自社の本業を活かして、社会や
地域の課題解決に取組んでいる・検討している」の２
項目、続いて「他社との差別化を図るため、自社の
PR等にSDGsを活用・検討している」が続いた。一
方で「自社の従業員に対する人材育成に、SDGsを活
用・検討している」と回答した企業は23％にとどま
り、自社事業のPRツールとしては利用するものの、
自社の存在価値そのものの向上につながるツールであ
るという認識にまでは至っていないという傾向が読み
解ける。

■SDGsに取組む目的として
　期待するものは（複数回答）

事業PRに関する項目「他社との差別化」「関係者との
連携強化」が上位となっており、実際の事業に直結す
る「新規取引の増加」「売上高の増加」「利益の増加」
への認識が低いことから、SDGsへの取り組みが事業
伸張につながるという認識には至っておらず、また本
来の社会貢献である従業員の質の向上につながる人材
育成面の項目「従業員のやる気の上昇」「採用面での
効果」に関しても目的として掲げる企業が少なかった。
あくまでもSDGsへの取り組みがトレンドに乗ったも
の、利益度外視の取り組みという傾向がみられた。

■社会や地域の課題に対する考え方を
　教えてください
事業を通じて社会問題に解決すること、事業以外での
社会貢献、どちらも正解であり、企業のあるべき姿と
して正しい。しかし、「会社として、社会や地域の課題

知らない　29%
推進・検討している

26%

言葉は聞いたことがある
が、内容については知ら
ない　25%

内容について知っている
が、現時点では推進する
考えはない　20%
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検
討
し
て
い
る

情
報
収
集
や
社
内
勉
強
会
を
実
施

項
目
に
当
て
は
め
て
推
進
・
検
討
し
て
い
る

自
社
の
取
組
み
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
の

推
進
を
落
と
し
込
ん
で
い
る
・
検
討
し
て
い
る

自
社
の
経
営
計
画
や
事
業
計
画
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

等
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
・
検
討
し
て
い
る

他
社
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
自
社
の
Ｐ
Ｒ

開
発
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
・
検
討
し
て
い
る

新
事
業
の
立
上
げ
や
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス

課
題
解
決
に
取
組
ん
で
い
る
・
検
討
し
て
い
る

自
社
の
本
業
を
活
か
し
て
、
社
会
や
地
域
の

貢
献
に
取
組
ん
で
い
る
・
検
討
し
て
い
る

自
社
の
本
業
以
外
の
取
組
み
と
し
て
、
社
会

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
・
検
討
し
て
い
る

自
社
の
従
業
員
に
対
す
る
人
材
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ななお会議所だより

解決に取組む必要はない。」と回答した６％の企業に
ついては、実際には事業を通じて社会貢献しているに
もかかわらず、その認知が間違っている、ないしはさ
らに高い目標を持っている可能性がある。社会、地域
の「役に立つ事業を行っている」という認識を持つこ
とで企業はより成長しやすくなり、また社員も誇りを
もって業務に取り組むことができるようになることか
ら、事業が社会の役に立っているという認識が欠如し
ている企業に対して七尾商工会議所として経営のフォ
ローアップをお勧めする。

■会社で社会や地域の課題解決に
　取り組んでいますか。

７割が事業を通じた取り組み、３割が事業外での取り
組みを行っていることが分かった。取り組みが必要な
いとの回答をしたにもかかわらず地域課題解決を行っ
ていると回答している企業も１社あった。
さらに、本業以外で地域課題の解決に取り組んでいる
企業を分析すると、資本金300万円以下企業が69％
となり、企業として取り組んでいるというよりは経営
者ないしは社員個人が社会と密接にかかわっている様
相が推察される。これらの企業は地域とのつながりを
大切にする文化が既に定着していることから、地域に
密着した個々人の活動を企業として、また事業を通じ
て関与するようにけん引することで地域の課題が解決
しやすい社会づくりにつながると考えられる。

まとめ
　SDGsへの取り組みに関連して、企業が「地域課
題・社会の課題」にどのようにアプローチしているか
をアンケートした結果、七尾市内企業の特徴として以
下の点が確認できた。
● そもそもSDGsに対する理解度が低く、SDGsへの

取り組みは「ボランティア活動である」という認識
を持った企業が約40%になっている。

● SDGsを企業として取り組むための課題として、こ

れから着手しようとする企業では「何から始めてよ
いかわからない」との回答が多く、実践している企
業では「SDGsに取り組むことの評価が社会から得
られない」との回答を得た。

● 社会に役立つ企業（人）でありた
いと考える企業は75％を超えて
おり、SDGsを取り入れる素地は
十分にある。　　　　　　　　　　SDGsアンケート詳細版⇒

　第10回七尾商工会議所・中能登町商工会・能登鹿
北商工会ゴルフ大会が、能登島ゴルフ＆カントリーク
ラブで、10月２日㈯、103名が参加し開催されました。
　このゴルフ大会は、七尾鹿島地域の経済団体の一層
の連携を図る目的で実施されています。
　当日は、好天に恵まれ、絶好のゴルフ日よりとなり
参加した方々は、清々しい汗をかいていました。
　表彰式では、企業・団体の皆様からご協賛をいただ
いた商品が贈呈され、参加者は笑顔でにこやかに語り
合いました。
　ご協賛いただきました、企業・団体の皆様ありがと
うございました。

優　勝　　小　坂　博　康（中能登町商工会）
準優勝　　大　岡　良　浩（七尾商工会議所）
第３位　　高　木　洸　一（七尾商工会議所）

優　勝　　桜　井　由　香（能登鹿北商工会）
準優勝　　飯　田　八重子（七尾商工会議所）
第３位　　江　尻　わか子（能登鹿北商工会）

一般の部優勝者にトロフィーの贈呈一般の部優勝者にトロフィーの贈呈

本業として、社会や
地域の課題解決に力
を入れれば、会社の
稼ぐ力も高めていけ
る　58%

会社として、社会や地域
の課題解決に取組む必要
はない　6%

本業以外で、社会や地域の課題
解決に取組むことで、企業の社
会的責任を果たせる　36%

取組んでいる
38%

取組んでいない
62%

親睦ゴルフ大会の開催！

一
般
の
部

女
性
の
部
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～第２条特別功労者表彰の代表として、木下特別顧問が感謝を伝える～

第53回全国商工会議所女性会連合会オンライン総会

　全国商工会議所女性会連合会は、10月22日㈮に「第
53回全国商工会議所女性会連合会オンライン総会」が
ZOOM配信にて開催されました。全国356女性会から約
3,800人が参加し、当女性会からは、沢野千穂子会長他
16名が参加しました。
　冒頭、市瀬会長（東京女性会会長）は、「コロナの影響
で困難な状況もあるが、各地女性会でのオンラインの活用
やコロナ禍で困っている人たちへの寄付活動など、新しい
視点を取り入れて、多くの活動を実行していることに、大
変心強く感じる。」と述べられました。
　その後、第20回女性起業家大賞・エクセレント賞授賞
式、全国商工会議所女性会表彰が行われました。特別功労
者の表彰では、47人の代表として、当女性会の特別顧問 
木下八重子氏が、これまでの女性会活動を支えてくれた多
くの方々に、感謝の意を伝えました。
　次回の開催地である福島県商工会議所女性会連合会か
ら次回「第54回福島全国大会」への参加を呼び掛けられ、

福島の地で再会することを誓い盛会のうちに閉会しました。
　初めての試みのオンライン交流タイムでは、当女性会
は、魚津（富山）、豊川（愛知）、津山（岡山）、日南（宮
崎）の商工会議所女性会とオンラインでつながり、相互の
活動を紹介し、交流しました。記念プログラムでは、女性
起業家大賞20周年記念の受賞者講演や一橋大学大学院教
授クリスティーナ・アメージャン氏を講師に迎え、「渋沢
栄一POWER！」と題した講演が行われました。

　地域振興委員会では、ゲス
トに衆議院議員西田昭二代議
士を招き、意見交換会を開催
する予定でしたが、コロナ禍
によりやむなく中止いたしま

した。その後代議士に委員会としての質問事項を文書にて
提出したところ、即座にご回答をいただきました。質問事
項に関していくつかご回答を頂戴しておりますので、一部
紹介させて頂きます。
・七尾市の国道や県道の計画完成予定図について

・ 森林の適正な管理・利用や新しい林業に向けた取組に
ついて

・ 国の国土強靭化計
画の予算計上と県･
市の強靭化計画と
の予算上の意思疎
通について など

　以上、委員会報告
とさせていただきま
す。

地域振興地域振興
委員会委員会
だよりだより

女性会女性会
だよりだより

青年部青年部
だよりだより 特産品開発協業プロジェクト

　10月28日㈭、七尾商工会議所青年部（会長：瀬口功
雄）は、今年度、地域向上委員会（委員長：五十嵐亮）で
取り組んでいる、シェフ・障害者・青年部の３者で行って
いる産福食連携プロジェクトのプレスへ向けた試作品発表
と現在の進捗状況についての報告を行うため、定例会が行
われました。
　瀬口会長は、定例会冒頭「コロナ禍で苦境に立たされて
いる飲食業、旅館で清掃業務に携わっていた障がい者、観
光者向けの小売店など多くあるが、それぞれが協力するこ
とで現状を打破したい。障がい者の仕事の幅を広げたい」
と挨拶しました。
　今回の定例会はコロナウイルス感染症感染拡大防止のた
め、会場を３つに分け、各会場からオンライン（Zoom）
を利用することで繋がるというリアル＆オンラインのハイ
ブリット型で開催しました。今回は、一つの会場に集まる

ことは出来なかったものの、久しぶりの会員間の交流で会
員からは改めてリアルな場でのコミュニケーションの大切
さを感じることが出来たなど意見があり会員間の親睦、交
流、特産品開発協業プロジェクトの理解を深めていただく
良い定例会となりました。

10月定例会

感謝を伝える
木下特別顧問

「花嫁のれん」をバッグに全国に
ＺＯＯＭ配信で元気をお届け

プレス発表した商品の様子

西田昭二代議士からの質問回答書
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ななお会議所だより

七尾商工会議所　情報 Catch Up七尾商工会議所　情報 Catch Up

財務省  北陸財務局  経済調査課　TEL （076） 292-7858お問合せ

県内経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、厳しい状況にあるなか、
一部に足踏みがみられるものの、持ち直しつつある。
　先行きについては、感染対策を徹底し、ワクチン接種を促進するなかで、各種政策の効果や海外経済の改善もあって、
景気が持ち直していくことが期待される。ただし、サプライチェーンを通じた影響による下振れリスクに十分注意する
必要がある。また、国内外の感染症の動向等の影響を注視する必要がある。

石川県内経済情勢 令和３年10月27日発表
令和３年10月 財務省北陸財務局

（注）３年10月判断は、前回７月判断以降、10月に入ってからの足下の状況までを含めた期間で判断している。

■ 個人消費：新型コロナウイルス感染症の影響により、厳し
い状況にあるなか、一部に足踏みがみられるものの、緩や
かに持ち直しつつある。

　百貨店・スーパー販売
　　 衣料品等の動きが鈍いものの、飲食料品等に動きがみら

れることから、緩やかに持ち直しつつある。
　コンビニエンスストア販売
　　米飯類等の動きが鈍いことなどから、低調となっている。
　ドラッグストア販売
　　 衛生用品等に動きがみられることに加え、新規出店効果

がみられることなどから、順調となっている。
　ホームセンター販売
　　 園芸用品等に動きがみられることから、堅調となっている。
　家電大型専門店販売
　　 白物家電等の動きが鈍いことから、回復のテンポが緩や

かになっている。
　新車販売台数
　　 普通乗用車、小型乗用車、軽乗用車ともに前年を下回っ

ており、足踏みの状況にある。
　主要観光地の来訪客数
　　前年を下回っている。
　主要温泉地の宿泊客数
　　前年を下回っている。

■設備投資：３年度は増加見込みとなっている。
　（法人企業景気予測調査（３年７－９月期調査））

　製造業、非製造業ともに増加見込みとなっている。

■住宅建設：持ち直しつつある。
　新設住宅着工戸数
　　持ち直しつつある。

■公共事業：前年を下回っている。
　前払金保証請負金額
　　前年を下回っている。

■生産活動：緩やかに回復しつつある。
　電気機械
　　スマートフォン向けを中心に持ち直している。

　汎用・生産用・業務用機械
　　金属加工機械、繊維機械を中心に拡大しつつある。
　繊維
　　 衣料向けは弱含んでいるものの、非衣料向けは持ち直し

ていることから、全体では横ばいの状況にある。
　化学
　　大宗を占める医薬品が拡大している。

■企業収益：３年度は増益見込みとなっている。
　（法人企業景気予測調査（３年７－９月期調査））

　製造業、非製造業ともに増益見込みとなっている。規模別
では、大企業は増益見込み、中堅企業、中小企業は減益見込
みとなっている。

■企業の景況感：全産業では「下降」超となっている。
　（法人企業景気予測調査（３年７－９月期調査））

　現状判断（３年７－９月期）は、製造業が「上昇」超と
なっているものの、非製造業が「下降」超となっていること
から、全産業では「下降」超となっている。
　なお、先行きは、全産業では３年10－12月期、４年１－
３月期ともに「上昇」超となる見通しとなっている。

■ 雇用情勢：新型コロナウイルス感染症の影響がみられるも
のの、緩やかに持ち直しつつある。

　有効求人倍率（季節調整値）
　　低下している。
　新規求人数
　　前年を上回っている。
　新規求職者数
　　前年を下回っている。
　雇用保険受給者実人員
　　前年を下回っている。

■金融機関の貸出金：前年を上回っている。

■企業倒産：前年を下回っている。
　件数、負債総額ともに前年を下回っている。

■ 消費者物価（金沢市、生鮮食品を除く総合）：前年を上
回っている。

　当所の同計画による経営発達支援事業では、国、県等の金融経済に関する公表資料の活用として、石川県及び北陸
３県を中心とした地域外への事業展開及び販路開拓を踏まえた事業計画の策定並びに実施支援を行ううえで必要とな
る経済状況や景気・金融動向等の調査・分析・提供を行っております。
　今回は、財務省北陸財務局が四半期毎（令和３年10月判断）に取りまとめ公表している「石川県内経済情勢」を
転載して提供するものです。

七尾商工会議所【経営発達支援計画】からの情報提供七尾商工会議所【経営発達支援計画】からの情報提供
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 　渋沢栄一は孔子を尊敬していましたが、二人の思
想や行動を支える時代背景には共通点があります。そ
れは共に下手をすれば命を落とす乱世で活動してい
た、ということ。
　たとえば孔子の場合、弟子の子路は衛

えい

という国の内
乱にまきこまれて、斬り殺されました。また、宰

さい

予
よ

とい
う弟子は斉の内乱で、一族皆殺しにされているのです。
　さらに孔子自身も、諸国を放浪中に、彼を快く思っ
ていなかった桓

かん

魋
たい

という人物の襲撃を受けました。そ
のとき、彼はこう口にしました。
 「天は、私に徳をさずけられたのだ。桓魋ごときが私
に何をできよう（天、徳を予に生

な

せり。桓魋それわれ
を如何）」述

じゅつ

而
じ

篇
　自分に何も疚

やま

しいところはない以上、襲撃者など何
するものぞ、というのです。そして栄一も、これと
そっくりの体験をしています。
　《明治二十五年の十一月頃、自用の二頭立馬車を
駆
か

って兜
かぶと

町
ちょう

の事務所を出て、伊達宗
むね

城
なり

（伊予宇和島
侯）伯の病気見舞いに往くつもりで、江戸橋通りと四
日市町の通りとの交叉点の処へ来かかると、突然物陰
から二人の暴漢が抜刀で現われ、馬の足を払ったこと

がある。一頭の馬は傷つけられたけれども、馭
ぎょ

者
しゃ

が馬
に鞭を当てて極力走らしたから、一頭は傷も受けず、
傷つけられた一頭もまたよく一緒に走ったので、難な
くその場を脱し、一まず駿河町の三越呉服店にはい
り、休息した》『論語講義』渋沢栄一述　以下同
　栄一が狙われたのは、《当時喧

かまびす

しかった東京市水道
鉄管事件に関し、余は外国製品の使用を主張せるに対
し、内国ではこれを製造納入しようと企てた者があっ
て、その後聞知せる所によれば、この一派の人々は、
あたかも余が外国商人よりコムミッションでも取って
外国製品の使用を主張するかのごとくに言い触らし》、
襲撃者を扇動したためでした。
　栄一は、先ほどの孔子の言葉にちなんで、次のよう
に述懐しています。
　《余が暴漢に襲われた際には確かにこの（「桓魋ごと
きが私に何をできよう」引用者注）意気があったの
だ。しかしこの意気は、内に省みて疚しからぬ確乎た
る信念がなければとても起らぬものである》
　私利を捨てて、社会のために尽くしているという自
負が、命の危機にも動じない胆力を生んでいたのです。

渋沢栄一の胆力

　� 作家・グロービス経営大学院客員教授　守
もり

屋
や

　淳
あつし

1965年生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。現在は作家として『孫子』『論語』『韓非子』『老子』『荘子』など
の中国古典や、渋沢栄一などの近代の実業家についての著作を刊行するかたわら、グロービス経営大学院アル
ムナイスクールにおいて教鞭をとる。著訳書に34万部の『現代語訳　論語と算盤』や『現代語訳　渋沢栄一自
伝』、シリーズで20万部の『最高の戦略教科書　孫子』『マンガ　最高の戦略教科書　孫子』『組織サバイバルの
教科書　韓非子』などがある。2018年４～９月トロント大学倫理研究センター客員研究員。
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